
改定
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後

調整
給
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20

30

40 万円

総
合
職
で
格
付
け
の
低
い
中
高
年

は
、
処
遇
制
度
の
改
定
で
大
幅
賃
下

げ
と
な
り
ま
す
。
た
だ
で
も
低
い
賃

金
が
６
～
８
万
円
も
の
調
整
給
で
、

生
活
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
A
さ
ん
は
生
活
を
脅
か

す
こ
の
よ
う
な
決
定
に
は
同
意
で
き

な
い
と
し
て
、
上
長
へ
苦
情
処
理
を

申
し
出
、
さ
ら
に
「
本
人
同
意
の
な

い
一
方
的
な
賃
下
げ
は
違
法
」
と
し

て
、
労
働
組
合
を
通
じ
て
苦
情
処
理

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

日
立
空
調
シ
ス
テ
ム
）
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ハロー！
日立懇
です

矛 盾 だ ら け の 成 果 主 義 に 抗 議
日
立
製
作
所
と
三
菱
重
工
業
は
６
月

17
日
、
日
立
空
調
シ
ス
テ
ム
と
三
菱
重

工
冷
熱
事
業
本
部
を
統
合
し
、
業
務
用

空
調
冷
凍
事
業
の
新
会
社
を
設
立
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
統
合
時
期
は
05
年

４
月
で
出
資
比
率
は
一
対
一
、
三
菱
重

工
冷
熱
事
業
本
部
の
日
立
空
調
シ
ス
テ

ム
へ
の
分
社
型
吸
収
分
割
と
な
り
ま
す
。

日
立
空
調
シ
ス
テ
ム
は
99
年
に
分
社

化
さ
れ
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
２
年
連
続
の
賃
金
カ
ッ
ト
、
早
期

退
職
、
茨
木
工
場
の
閉
鎖
な
ど
が
行
わ

れ
、
賃
金
・
労
働
条
件
は
日
立
製
作
所

よ
り
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

三
菱
重
工
冷
熱
事
業
は
赤
字
が
続
き

04
年
度
の
方
針
で
、
生
き
残
り
を
か
け

た
事
業
運
営
体
制
の
見
直
し
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
。

生
産
拠
点
は
日
立
が
清
水
と
土
浦
、

三
菱
が
枇
杷
島
（
愛
知
）
と
高
砂
（
兵

庫
）
の
４
箇
所
あ
り
ま
す
が
、
同
一
製

品
は
同
一
拠
点
へ
集
約
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
開
発
・
設
計
に
つ
い
て
も
、

各
製
品
ご
と
に
一
ヶ
所
へ
統
合
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
転
勤
や
早
期
退
職
な
ど
、

新
た
な
リ
ス
ト
ラ
へ
の
不
安
の
声
が
出

て
い
ま
す
。
雇
用
確
保
と
働
く
人
を
大

切
に
し
た
施
策
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

日

立

空

調

シ

ス

テ

ム

が

三
菱
重
工
冷
熱
事
業
本
部

と
統
合

専
任
職
の
評
価

む
ず
か
し
い
？

専
任
職
（
旧
技
能
職
）
に
も
成
果
主

義
賃
金
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
的
に
機
械
加
工
等
の
専
任
職
の
場
合
、

い
か
に
図
面
に
忠
実
に
製
品
に
仕
上
げ

る
か
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
完
成
さ

せ
る
か
が
技
能
者
に
課
せ
ら
れ
た
職
務

で
す
。
こ
の
技
能
の
精
度
は
通
常
、
経

験
を
重
ね
る
事
で
高
め
ら
れ
、
熟
練
技

能
者
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
今
、
日
立
で
の
技
能
者
の
お
か
れ

て
い
る
状
況
は
大
変
な
様
変
わ
り
で
、

生
産
現
場
の
海
外
移
転
や
、
分
社
化
で

の
空
洞
化
、
派
遣
や
請
負
会
社
に
と
っ

て
代
え
ら
れ
た
職
場
等
、
永
年
培
わ
れ

た
技
能
・
技
術
の
伝
承
も
ま
ま
な
ら
ず
、

今
や
少
数
派
？
と
な
り
つ
つ
あ
る
専
任

職
。
そ
の
「
評
価
は
む
ず
か
し
い
」

（
主
任
技
師
）
と
言
う
こ
と
か
。
（
小
田
原
）

苦
情
処
理
を
申
し
入
れ

女性と成果主義
中央研究所の04年度新入所

者は、男性２１人・女性1人で

した。新処遇制度の中で女性

は働き続けられないと判断し

た結果なのでしょうか。確か

に日付が変わるまで仕事を続

ける青年も多い職場です。

子どもを産み育てる女性の

人生と成果主義を重ね合わせ

ると、大きな問題と苦悩が生

じています。働く男女が、子

どもの成長を楽しみ、家族の

心身の健康にきちんと向き合

えることの出来る職場こそが、

社会に受け入れられる製品開

発を可能にするのではないで

しょうか。（中研）

業務時間外の会議室利用は？
自己啓発（興味ある事に関して数人の勉強会）で、

会社の会議室を利用することに問題はあるのだろう

か？…やはり気になるのは会議室を利用することに

より、他の人が業務で利用できないことや光熱費等

であり、どのように考えるべきか悩むところだ。

この勉強会は、基本的に参加者の基礎知識の向上

を目的として行おうと考えている。内容については、

現在の業務と興味あることが近いため、将来の業務

に役立つ可能性を模索しながら参加者で決めていく

のがよいと思っている。

しかし、なかなか時間がとれず

実際に行動を起こせていない。い

ずれ仕事が落ち着いたら、後輩た

ちを誘って楽しい時間を過ごせた

らと思っている。

Aさん総合職７級（50代）の場合

投
稿
歓
迎



毎
年
取
組
ん
で
い
る
日
立
労
組

本
部
へ
の
要
請
を
６
月
11
日
に
行

な
い
ま
し
た
。
各
職
場
か
ら
、
関

連
会
社
・
Ｏ
Ｂ
を
含
め
て
11
名
の

組
合
員
有
志
が
参
加
し
、
一
時
間

余
の
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１
９
項
目
に
わ
た
る
問
題
を
提

起
し
た
要
請
書
の
ポ
イ
ン
ト
の
説

明
を
行
な
っ
た
後
、
参
加
者
が
各

職
場
の
実
態
と
問
題
点
に
つ
い
て

積
極
的
に
要
請
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
発
言
は
、
分
社
化
や

業
務
移
管
に
と
も
な
う
労
働
条
件

の
切
り
下
げ
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

処
遇
制
度
改
定
に
よ
る
大
幅
な
賃

金
ダ
ウ
ン
、
成
果
主
義
の
下
で
働

く
女
性
の
大
変
な
状
態
、
技
能
職

の
成
果
主
義
の
あ
り
方
、
Ｈ
Ｉ
ワ
ー

ク
の
法
的
基
準
と
職
場
の
状
態
、

シ
ニ
ア
所
員
制
度
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。

要
請
に
対
し
て
、
本
部
か
ら
、

「
要
望
と
し
て
受
け
入
れ

た
い
と
思
う
。
労
働
時
間
・

Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

実
態
を
把
握
し
て
い
く
。

そ
の
他
は
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
要
請
書
の
全
文
は
、
日

立
懇
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）
●
下
の
写
真
は
、
労

組
本
部
会
館
前
で
の

参
加
者
の
記
念
撮
影
。

〃
幹
部
の
意
気
込
み
〃

は
伝
わ
っ
た

四
月
か
ら
組
織
変
更
に
な
り
、

電
力
グ
ル
ー
プ
の
国
分
事
業
所

（
旧
国
分
工
場
の
受
変
制
御
）

に
な
っ
た
。
い
ま
ま
で
職
制
に

だ
け
行
わ
れ
て
き
た
工
場
幹
部
か
ら

の
経
営
方
針
説
明
が
、
全
従
業
員
に

５
月
８
日
に
講
堂
で
あ
っ
た
。
三
菱

自
動
車
の
欠
陥
隠
し
や
再
処
理
工
場

の
溶
接
不
良
・
ご
み
発
電
で
の
火
災

な
ど
に
ふ
れ
、
信
頼
性
の
確
保
を
強

調
し
て
い
た
。
幹
部
の
意
気
込
み
だ

け
は
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
が
。

（
国

分
）

〃
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
〃

（
情
報
格
差
）
の
是
正
を

会
社
は
従
業
員
に
対
し
て
、
必
要

な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
社
内

イ
ン
ト
ラ
を
通
じ
て
案
内
し
て
い
ま

す
。
幹
部
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
情
報
、

各
種
申
請
、
個
人
情
報
や
個
人
案
内
、

プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
等
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
、
労
組
の
Ｈ
Ｐ
も
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
専
任
職
（
旧
技
能

職
）
の
職
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
支

給
さ
れ
て
い
る
人
は
上
級
専
任
職
や

一
部
の
専
任
職
だ
け
で
す
。
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
も
っ
て
い
る
人
も
少
数
。

ラ
イ
ン
等
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
専
任

職
は
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
に
接

す
る
機
会
を
持
て
ず
、
大
変
な
不
利

益
を
被
っ
て
い

ま
す
。
代
理
入

力
な
ど
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
り
ま

す
。
会
社
は
責

任
を
も
っ
て
、

専
任
職
に
情
報

に
接
す
る
機
会

と
時
間
を
保
証

す
る
べ
き
で
す
。

（
小
田
原
・
日

立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）

「
シ
ニ
ア
所
員
」
に

〃
希
望
し
づ
ら
い
雰
囲
気
〃

先
月
、
同
僚
が
定
年
退
職
で
職
場

を
去
っ
た
。
数
ヵ
月
前
に
は
「
俺
が

今
や
め
た
ら
、
仕
事
が
回
ら
な
く
な

る
か
ら
な
ー
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、

当
然
シ
ニ
ア
所
員
で
残
る
と
思
っ
て

い
た
の
に
で
あ
る
。
確
か
に
、
リ
ス

ト
ラ
な
ど
で
人
員
削
減
が
横
行
し
て

お
り
、
「
シ
ニ
ア
所
員
」
で
残
り
た

い
と
は
言
い
出
し
に
く
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
。
公
的
年
金
の
支
給
年
齢

が
繰
り
延
べ
に
な
り
導
入
さ
れ
た
制

度
な
の
だ
か
ら
、
権
利
と
し
て
「
シ

ニ
ア
所
員
」
を
希
望
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
ム
ー
ド
と
し

て
希
望
し
づ
ら
い
状
況
が
あ
る
な
ら
、

組
合
に
相
談
す
る
の
も
一
計
か
。

（
中
研
）

〃
夜
勤
一
人
作
業
で
〃

労
働
災
害
が
発
生

先
日
、
夜
勤
作
業
で
手
の
指
を

切
断
す
る
と
い
う
労
働
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
災
者
は
外
注
労

働
者
で
、
経
験
が
浅
い
う
え
に
二

人
で
作
業
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
一

人
で
作
業
し
た
と
の
こ
と
。

職
場
で
は
、
「
あ
の
状
況
な
ら
、

だ
れ
が
災
害
に
あ
っ
て
も
不
思
議

で
な
い
」
「
外
部
か
ら
の
労
働
者

に
た
い
す
る
安
全
教
育
が
不
足
し

て
い
る
」
「
派
遣
労
働
者
の
た
め

か
、
詳
細
な
報
告
が
他
の
職
場
の

作
業
者
に
さ
れ
な
い
の
は
問
題
」

と
。
（
水
戸
）

未
だ
に
〃
タ
ダ
働
き
横
行
〃

サ
ー
ビ
ス
残
業
で
、
一
宮
労
基
署

の
是
正
指
導
か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
未
だ
に
タ
ダ
働
き
が
横

行
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
は

犯
罪
で
す
。
残
業
時
間
の
帳
尻
合
わ

せ
な
ど
よ
り
は
、
仕
事
の
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
さ
せ
る
指
導
を
す
る
な
ど
発

想
転
換
で
効
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
方

が
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

な
に
よ
り
も
、
始
業
終
業
時
間
が
正

し
く
記
録
で
き
る
よ
う
に
し
た
う
え

で
、
労
働
時
間
の
短
縮
実
現
こ
そ
肝

要
で
は
。
（
日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
）

〃
オ
カ
シ
イ
よ
う
！
〃

処
遇
改
定
の
上
司
面
談
の
時
に
、

「
日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
へ

の
転
属
取
り
扱
い
」
の
資
料
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
（
旧
）
勝
田
工
場

は
、
４
月
１
日
付
で
日
立
協
和
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
業
務
移
管
さ
れ

、

管
理
職
は
転
属
に
な
り
組
合
員
は
出

向
中
で
す
。
転
属
取
り
扱
い
に
つ
い

て
組
合
に
正
式
に
申
し
入
れ
も
し

て
な
い
の
に
転
属
を
打
診
し
て
く

る
と
は
。
そ
れ
も
日
立
協
和
の
課

長
が
取
り
扱
う
な
ん
て
。
「
こ
れ

は
オ
カ
シ
イ
よ
う
！
」
職
場
で
は

不
信
と
不
安
の
声
が
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
（
勝
田
）

〃
土
壌
汚
染
〃
が

基
準
値
オ
ー
バ
ー

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
の
再
開
発
が
決
定

さ
れ
、
こ
の
４
月
か
ら
本
館
の
一

部
の
取
り
壊
し
が
始
ま
り
、
来
年

の
３
月
末
に
は
７
階
建
て
延
べ
四

万
㎡
の
新
設
計
棟
が
完
成
し
ま
す
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
、
従
来
か

ら
心
配
さ
れ
て
い
た
土
壌
汚
染
問

題
で
数
箇
所
か
ら
基
準
値
オ
ー
バ
ー

の
結
果
が
出
て
近
隣
住
民
へ
の
説

明
会
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
小
平

市
議
会
の
本
会
議
で
の
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
共
産

党
の
佐
藤
市
議
の
質
問
に
「
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
」
処
理
に
石
灰

を
入
れ
る
、
「
フ
ッ
素
」
処
理
は

土
を
入
れ
替
え
る
、
「
鉛
」
は
焼

却
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
と
、
答

え
ま
し
た
。
（
ル
ネ
サ
ス
武
蔵
）

〃
分
か
ら
ん
、
お
か
し
い
〃

一
時
金
の
支
給
と
一
緒
に
、
各

自
に
処
遇
改
定
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
し
た
。
職
場
で
は
、
「
評
価
結

果
が
公
表
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し

い
」
「
ま
と
も
な
説
明
も
な
し
で
、

よ
く
分
か
ら
な
い
」
「
期
待
を
上

回
る
評
価
で
２
７
０
０
円
じ
ゃ
あ
、

定
期
昇
給
の
半
分
だ
」
「
調
整
給

が
５
万
円
以
上
に
も
な
っ
た
」

「
管
理
職
に
な
ら
な
い
限
り
、
も

う
給
料
は
上
が
ら
な
い
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
処
遇
改
定
結
果
に
怒
り

の
声
が
。
（
大
み
か
）

職
場
の
声

日
立
労
組
本
部
へ要
請
を
と
ど
け
ま
し
た


